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まちづくりのルール「自治基本条例」シリーズ１回目自治

駐屯地の体制を維持するために防衛

後期高齢者医療保険料の納め方・国保税の税率改正保険

平成２１年１０月から個人住民税も年金天引きに税制

特定健診・特定保健指導がスタート「健診を受けよう」保健

英会話で料理学習 Ｖｅｒｙ Ｇｏｏｄ！学習

題名『夏のはじめ』　～　金子　文さん（宮町２丁目）の作品



ま
ち
づ
く
り
の

　

ル
ー
ル
を
つ
く
ろ
う

　

自
治
基
本
条
例
は
、
平
成　

年
４
月
に
北

１３

海
道
ニ
セ
コ
町
が
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

を
全
国
に
先
駆
け
て
制
定
し
て
以
降
、
全
国

的
に
検
討
が
進
み
、
道
内
で
は　

あ
ま
り
の

２０

自
治
体
に
お
い
て
条
例
が
制
定
さ
れ
、
自
主

自
立
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　

　

自
治
基
本
条
例
は
、
制
定
に
至
る
過
程
が

重
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
取
組
経
過
や
条

例
を
考
え
る
背
景
、
条
例
の
内
容
な
ど
に
つ

い
て
、
今
月
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
自
治
基
本
条
例
と
は

　

自
分
た
ち
の
ま
ち
を
ど
の
よ
う
に
築
い
て

い
く
か
、
地
域
を
構
成
す
る
す
べ
て
の
人
々

が
互
い
に
守
っ
て
い
く
基
本
ル
ー
ル
を
ま
と

め
た
も
の
で
す
。

■
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
取
り
組
み

　

平
成　

年
、
役
場
職
員
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク

１６

ト
で
検
討
を
始
め
、　

回
の
協
議
を
重
ね
、

２０

平
成　

年
に
報
告
書
と
し
て
自
治
基
本
条
例

１８

の
「
た
た
き
台
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
町
民
代
表
６
名
に
よ
る「
自
治
基

本
条
例
づ
く
り
検
討
会
議
」に
お
い
て
、　

回
１５

の
会
議
を
経
て
、
平
成　

年
に
は
答
申
書（
上

１９

富
良
野
町
自
治
基
本
条
例
原
案
に
対
し
て
の

意
見
書
）が
町
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
今
後
の
予
定

　

ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
の
開
催

　
�
平
成　

年
７
月

２０

　
　

町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
が
直
接
対
話
し

　

て
、
意
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集

　
�
平
成　

年
８
月
〜
９
月

２０

　
　

自
治
基
本
条
例
案
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

　

広
報
誌
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
、
町
民
の
皆

　

さ
ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

出
前
講
座

　
　

「
自
治
基
本
条
例
と
は
？
」「
な
ぜ
必
要

　

な
の
？
」
な
ど
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま

　

す
の
で
、
地
域
や
サ
ー
ク
ル
で
５
名
以
上

　

集
ま
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

町
民
生
活
課
自
治
推
進
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５

こ
れ
ま
で
の
経
過
と
取
り
組
み

平
成　

年
４
月

１６

　

自
治
基
本
条
例
の
制
定
を
位
置
づ
け
る

　

新
行
財
政
改
革
基
本
方
針
の
策
定

平
成　

年　

月

１６

１１

　

役
場
職
員
で
の
検
討
開
始

　
「
自
治
基
本
条
例
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
設

　

置
（
委
員　

名
）

１６

平
成　

年
３
月

１８

　

条
例
の
た
た
き
台
の
完
成

　

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
成
果
報
告
書
提
出

平
成　

年　

月 

１８

１１

　

町
民
代
表
の
検
討
開
始 
 

　
「
上
富
良
野
町
自
治
基
本
条
例
づ
く
り
検
討

　

会
議
」
の
設
置
（
検
討
委
員
６
名
）

平
成　

年
６
月 

１９

　

検
討
会
議
か
ら
答
申
書
の
提
出

平
成　

年　

月

１９

１１

　

住
民
会
長
町
政
懇
談
会
で
自
治
基
本
条
例
づ

　

く
り
に
つ
い
て
説
明

　

町
議
会
に
自
治
基
本
条
例
研
究
資
料
の
情
報

　

提
供

平
成　

年
４
月
〜 

２０

　

役
場
職
員
の
研
修
会　

平
成　

年
５
月 

２０

　

条
例
案
の
検
討（
素
案
策
定
会
議
で
検
討
）

　

５
月　

日　

課
長
会
議
で
決
定

２９

町
民
検
討
会
議
か
ら
の
答
申
の
概
要

●
検
討
会
議
か
ら
の
こ
と
ば（
抜
粋
）

　
『
今
回
、
我
々
「
自
治
基
本
条
例
づ
く
り
検

討
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
６
名
は
平
成　

年　
１８

１１

月
か
ら　

回
も
の
会
議
を
開
催
し
、
話
し

１５

合
っ
て
き
ま
し
た
。

　

検
討
会
議
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
う
え
で
「
自
治
基
本
条
例
」

を
「
よ
っ
て
た
つ
べ
き
基
本
理
念
」
と
い
う

捉
え
方
を
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
ル
ー
ル

と
考
え
ま
し
た
。』

●
条
例
の
考
え
方
を
ま
と
め
、
町
長
に
答
申

①
条
例
は
つ
く
る
だ
け
で
は
な
く
、
実
効
性

　

を
も
た
せ
る
こ
と
が
必
要
。

②
行
政
や
町
民
の
意
識
を
変
え
て
い
く
た
め

　

に
も
時
間
が
必
要
。

③
条
例
が
施
行
さ
れ
て
も
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

　

と
い
う
こ
と
で
役
場
が
担
っ
て
き
た
サ
ー

　

ビ
ス
を
、
手
間
を
か
け
、
時
間
を
か
け
て
、

　

少
し
ず
つ
少
し
ず
つ
町
民
の
も
の
に
し
て

　

い
く
努
力
が
必
要
。

④
町
民
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
向
上
は
、
こ
の

　

自
治
基
本
条
例
と
い
う
ル
ー
ル
に
の
っ

　

と
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
う
え
で

　

必
要
不
可
欠
。

⑤
行
政
と
町
民
の
果
た
す
役
割
は
こ
れ
か
ら

　

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
く
よ
う
に
な

　

る
。

⑥
こ
の
条
例
の
検
討
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

　

町
と
町
民
が
一
体
と
な
っ
て
、「
住
ん
で
い

　

て
良
か
っ
た
ま
ち
」
か
ら
「
住
み
続
け
た

　

い
ま
ち
」
を
築
い
て
い
く
た
め
、
常
に
研
鑽

　

し
、
努
力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

●
条
例
原
案
に
対
す
る
意
見
書
を
提
出

　

役
場
職
員
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成
し

た
「
た
た
き
台
」
に
つ
い
て
論
議
を
行
い
、

検
討
会
議
（
町
民
の
視
点
）
と
し
て
意
見
書

を
出
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
の

基
本
的
な
ル
ー
ル
を
定
め
る
「
自
治
基
本
条
例
」
に
つ
い
て

平
成　

年
度
中
の
制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す

２０

平成１９年６月答申書提出平成１９年６月 答申書提出

平成２０年４月 役場職員研修会平成２０年４月 役場職員研修会

みんなで考えるこれからのまちづくり

自治基本条例自治基本条例 １１

広報かみふらの ２００８.６   �



合
は
、
人
口
が
多
い
他
の
都
市
に
比
べ
て
、

極
め
て
強
く
影
響
が
及
び
ま
す
。

　

今
回
の
要
望
運
動
は
、
富
良
野
地
方
の
６

市
町
村
を
挙
げ
て
住
民
署
名
な
ど
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

特
に
署
名
活
動
に
は
、
自
衛
隊
関
係
団
体

を
は
じ
め
、
商
工
業
・
建
設
業
・
農
業
・
観

光
団
体
が
加
わ
り
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
っ
て
、
全
体
の
４
割
に
及
ぶ
２
万
２
千　
９４０

筆
の
署
名
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
平
成　

年　

月
に
当
町
で
総

１８

１１

決
起
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
要
望
運
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
本
年
は
平
成　

年
度

２２

か
ら
始
ま
る
次
期
「
中
期
防
衛
力
整
備
計
画
」

策
定
の
最
も
重
要
な
時
期
で
あ
る
た
め
、
引

き
続
き
運
動
を
強
化
し
、
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

問
合
せ

　

総
務
課
基
地
調
整
室　
�
�
６
９
８
０

【４月２２日　石破防衛大臣に「要望書」提出】
沿線各市町村長・各議会議長・商工会長など１５名が参加しました

国
の
防
衛
計
画
で
、
上
富
良
野
駐
屯
地
の
主
力
部
隊
で
あ
る
火
砲
・
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
及
び
戦

車
な
ど
の
廃
止
や
大
幅
削
減
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
４
月　

日
に
富
良
野
地
方
の
６
市

２２

町
村
で
構
成
す
る
富
良
野
地
方
自
衛
隊
協
力
会
が
石
破
防
衛
大
臣
な
ど
に
対
し
、
上
富
良
野

駐
屯
地
現
状
規
模
堅
持
の
要
望
を
行
い
、
約
２
万
３
千
筆
の
住
民
署
名
を
提
出
し
ま
し
た

削
減
は
町
の
死
活
問
題

　

昭
和　

年
に
駐
屯
地
が
設
置
さ
れ
、
半
世

３０

紀
を
越
え
る
歴
史
の
中
で
、
自
衛
隊
と
の
共

存
共
栄
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
駐
屯
地
の
削
減
は
今
後
の
町
の
方

向
性
を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
で
あ
り
、
町

の
死
活
問
題
に
発
展
す
る
大
き
な
課
題
で
す
。

　

特
に
、
町
の
税
収
入
の
減
少
や
購
買
力
の

大
幅
低
下
に
よ
る
地
元
経
済
の
衰
退
や
十
勝

岳
噴
火
の
災
害
支
援
な
ど
に
大
き
な
影
響
が

出
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
民
と
し
て
の
町
内
会

活
動
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
へ
の
積

極
的
参
加
に
よ
る
地
域
社
会
へ
の
効
果
も
見

逃
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
町
に
は
駐
屯
地
の
ほ
か
演
習
場
と

弾
薬
庫
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る

各
種
補
助
金
は
、
学
校
や
道
路
な
ど
の
公
共

施
設
の
整
備
を
可
能
に
し
、
町
の
発
展
の
原

動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

演
習
に
よ
る
振
動
や
騒
音
な
ど
の
問
題
も

あ
り
ま
す
が
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
期
待
も
大

き
く
、
こ
れ
ま
で
住
民
の
理
解
と
協
力
が
得

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

隊
員
の
占
め
る
割
合
は
全
国
一

　

駐
屯
地
の
隊
員
は
約
２
千
人
で
、
人
口
に

占
め
る
隊
員
の
割
合
が
全
国
一
高
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
削
減
さ
れ
た
場

今回の要望運動の内容
住民署名　　　２２,９４０筆
大型はがき　　　２３５枚
のぼり掲出　　　２００本
　�うち１００本は商工会作成
懸垂幕掲出　　　  ８か所
ポスター掲出　  １,０００枚
　�商工会作成
ポケットティッシュ配布　２,０００個
　�商工会・富良野自衛隊協力会上富良
　　野支部作成

�家計消費　約４０億円（隊員・家族の消費）
　　�家計調査により試算、家計消費額約１３６億
　　　円のうち約３０％

�防衛施設周辺整備事業　約６億円
　　�平成１９年度実績

�町民税　約２億円
　　�町民税約４．７億円のうち約４０％

�人口　町内の隊員１,５００人(町全体の１２％)
　　�家族を含めると３,５５０人（２９％）・関係者全
　　　体だと４,３５０人（３５％）

�その他町内会活動など地域への影響

駐屯地の及ぼす影響

【十勝岳噴火総合防災訓練に参加する隊員】
災害発生時には直ちに出動してくれる頼もしい存在です

２２,９４０筆の住民署名

のぼりの掲出

駐
屯
地
の
体
制
維
持
に
向
け
て！

地
域
を
あ
げ
て
の
取
り
組
み

�  広報かみふらの ２００８.６



広報かみふらの ２００８.６   �

あなたは次のいずれかに当てはまりますか？
　�年金の受給額が年額１８万円未満
　�後期高齢者医療保険料と介護保険料を合計すると、差し引かれる年金の受給額の半分を超える���

  �
�
�
�
�
�
�

�平成１９年１０月以降に７５
　歳になった方
�６５歳から７４歳までの障
　がい認定を受けた方

まだ年金から差し引かれていない方
すでに年金から
差し引かれてい
る方

���
�
�
�

�
�被用者保険�の

被扶養者だった
方

被用者保険�の
本人(被保険者)
だった方

�年金からの差し引きが
始まるまでは納付書又は
口座振替で納めます
�年金からの差し引きの
時期は、加入時期により
異なりますので、町民生
活課総合窓口班までお問
合せください

��

�１０月の年金から
差し引きが始まり
ます
�４月から９月ま
での保険料はかか
りません

�１０月の年金から
差し引きが始まり
ます
�４月から９月ま
では納付書又は口
座振替で納めます

これからも年金
から差し引かれ
ます

納付書又は口
座振替で納め
ます

� あなたの保険料の納め方は？

被用者保険�～　政府管掌健康保険や組合管掌健康保険、共済組合など、いわゆるサラリーマンの健康保険のことです。　
　　　　　　　　国民健康保険や国民健康保険組合は含まれません。

 
4
月
１
日
か
ら

　
�
　

歳
以
上
の
方

７５

　
�
　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
障
が
い
認
定
を

６５

７４

　
　

受
け
た
方

を
対
象
に
長
寿
医
療
制
度（
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
）が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
の
所
得
で
計
算
し
た
正
式
な
保

１９

険
料
を
お
知
ら
せ
す
る
「
保
険
料
額
決
定
通

知
書
」
を
す
べ
て
の
方
へ
７
月
末
ま
で
に
送

付
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
の
納
め
方
に
は
、
２
つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

�
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
て
納
め
る

　

前
年
の
所
得
が
確
定
し
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
保
険
料
は
仮
徴
収
分
と
し
て
、
４
月
・

６
月
・
８
月
の
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

今
回
、
正
式
な
保
険
料
額
が
決
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
仮
徴
収
分
を
差
し
引
い
た
額
が

　

月
・　

月
・
２
月
の
年
金
か
ら
差
し
引
か

１０

１２

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

�
正
式
な
保
険
料
額
が
仮
徴
収
さ
れ
た
分
よ

　

り
少
な
い
場
合

　
�
差
額
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

　
�
還
付
の
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
対
象
と

　
　

な
る
方
に
個
別
に
ご
案
内
し
ま
す
。

　
�
　

月
・　

月
・
２
月
の
年
金
か
ら
は
保

１０

１２

　
　

険
料
が
差
し
引
か
れ
ま
せ
ん
。

�
納
付
書
又
は
口
座
振
替
で
納
め
る

　

次
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
町
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
付
書
で
納
め
ま
す
。
便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
�
年
金
の
受
給
額
が
年
額　

万
円
未
満
の

１８

　
　

方

　
�
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険

　
　

料
を
合
計
す
る
と
、
差
し
引
き
の
対
象

　
　

と
な
る
年
金
の
受
給
額
の
半
分
を
超
え

　
　

る
方（
複
数
の
年
金
を
受
け
取
っ
て
い

　
　

る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

問
合
せ　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５　

はい いいえ いいえ いいえ

�
厚
生
労
働
省
で
は
、
制
度
を
身
近
で
親

し
み
や
す
い
も
の
に
す
る
た
め
、
通
称
を

「
長
寿
医
療
制
度
」
に
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
正
式
な
名
称
は
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
の
ま
ま
で
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）



長
寿
医
療
制
度
の
創
設
に
伴
う
国
民

健
康
保
険
税
へ
の
３
つ
の
緩
和
措
置

２
割
軽
減
の
申
請
が
不
要
に
な
り
ま
す

�  広報かみふらの ２００８.６

国
民
健
康
保
険
税

保
険
税
率
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成　

年
４
月
か
ら
、
長
寿
医
療
制
度（
後

２０

期
高
齢
者
医
療
制
度
）の
創
設
に
伴
い
、
国
民

健
康
保
険
税
の
算
定
に
「
後
期
高
齢
者
支
援

金
分
」
が
加
わ
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定

は
、
今
ま
で
の
医
療
給
付
費
分
と
介
護
納
付

金
分（　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
）に
「
後
期

４０

６４

高
齢
者
支
援
金
分
」
を
加
え
た
も
の
に
な
り

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
改
正
に
伴
い
、
平
成　

年
度

２０

の
保
険
税
率
を
下
表
の
と
お
り
見
直
し
て
い

ま
す
が
、
課
税
額
は
平
均
で
概
ね
７
％
の
引

き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
賦
課
限
度

額
の
改
正
に
よ
り
限
度
額
の
合
計
が
３
万
円

上
が
っ
た
こ
と
や
前
年
度
の
所
得
額
・
世
帯

構
成
に
伴
う
影
響
に
よ
り
、
一
部
増
額
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

改正後
（平成２０年度）

改正前
（平成１９年度）課税区分項　目

５.２％

�

８.０％�所得割
　　�（前年の所得－３３万円）×税率

医療給付費分

対象
７４歳までのすべての方

３７.０％６０.０％�資産割
　　�固定資産税額×税率

２２,０００円２６,０００円�均等割
　　�被保険者一人あたり

２０,０００円３２,５００円�平等割
　　�一世帯あたり

４７０,０００円５６０,０００円�賦課限度額
　　��＋�＋�＋�の限度額

１.８％

�

－�所得割

後期高齢者支援金分

対象
７４歳までのすべての方

１２.４％－�資産割

７,０００円－�均等割

６,４００円－�平等割

１２０,０００円－�賦課限度額
　　��＋�＋�＋�の限度額

１.３５％

�

１.３５％�所得割

介護納付金分

対象
４０～６４歳までの方

７.８０％７.８０％�資産割

８,６００円８,６００円�均等割

５,４００円５,４００円�平等割

９０,０００円９０,０００円�賦課限度額
　　��＋�＋�＋�の限度額

医療給付費分＋後期高齢者支援金分＋介護給付金分＝１年間の国民健康保険税

新規新規

　

平
成　

年
４
月
以
降
、　

歳（
一
定
の
障
が

２０

７５

い
の
あ
る
方
は　

歳
）以
上
の
方
が
長
寿
医

６５

療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
で
、
世
帯
の
国
民

健
康
保
険
税
が
急
に
増
え
る
こ
と
の
な
い
よ

う
次
の
措
置
を
講
じ
ま
す
。

�
低
所
得
者
に
対
す
る
保
険
税
の
減
額

　

保
険
税
の
軽
減
を
受
け
て
い
る
世
帯
は
、

長
寿
医
療
制
度
へ
移
行
す
る
こ
と
で
、
国
民

健
康
保
険
の
加
入
者
が
減
っ
て
も
、
世
帯
構

成
と
収
入
要
件
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
５
年

間
は
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

�
世
帯
ご
と
に
負
担
す
る
平
等
割
が
半
額

　

国
民
健
康
保
険
の
世
帯
で
、
長
寿
医
療
制

度
へ
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
が
世
帯
で
１
人
に
な
っ
た
場

合
、
５
年
間
は
平
等
割
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

�
社
会
保
険
な
ど
の
扶
養
だ
っ
た
方
の
減
免

　

被
用
者
保
険
の
本
人
が
長
寿
医
療
制
度
に

移
行
し
た
結
果
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
に
な
る　

歳
以
上
の
被
扶
養
者
は
、

６５

新
た
に
国
民
健
康
保
険
税
を
負
担
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
２
年
間
に
限
り
、
次
の
減
免

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

�
所
得
割
・
資
産
割
が
賦
課
さ
れ
ま
せ
ん
。

�
均
等
割
が
半
額
に
な
り
ま
す
。（
７
割
・
５

　

割
の
軽
減
に
該
当
す
る
場
合
は
除
く
）

�
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
み
の
国
民
健

　

康
保
険
世
帯
は
、
平
等
割
が
半
額
に
な
り

　

ま
す
。（
７
割
・
５
割
の
軽
減
に
該
当
す
る

　

場
合
は
除
く
）

国民健康保険税の変更内容

減額

新規

据え置き

　

世
帯
主
と
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
合
計

所
得
額
が
一
定
基
準
以
下
で
あ
れ
ば
、
均
等

割
・
平
等
割
が
７
割
・
５
割
・
２
割
と
減
額

さ
れ
ま
す
。
２
割
軽
減
の
申
請
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
度
か
ら
、
７
割
・
５
割
と
同

２０

様
に
不
要
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

町
民
生
活
課
総
合
窓
口
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
５

『
後
期
高
齢
者
支
援
金
』
と
は
？

　

長
寿
医
療
制
度
は
、
公
費
５
割
・
現
役
世
代

か
ら
の
支
援
４
割
・
長
寿
医
療
制
度
加
入
者
の

保
険
料
１
割
で
運
営
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
４

割
負
担
分
が
「
後
期
高
齢
者
支
援
金
」
と
し

て
、
新
た
に
保
険
税
に
算
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
だ
け
で

な
く
、
被
用
者
保
険
の
加
入
者
も
負
担
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。



寄
付
金
税
制
の
見
直
し

寄
付
金
税
制
の
見
直
し

�
地
方
公
共
団
体
が
条
例
に
よ
り
指
定
し
た

　

寄
付
金
が
寄
付
金
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

　

す

�
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
付
金
控
除
を

　

見
直
し
ま
す

　
　

「
ふ
る
さ
と
」
に
対
し
て
貢
献
又
は
応
援

　

を
し
た
い
と
い
う
納
税
者
の
思
い
を
実
現

　

し
や
す
く
し
ま
す
。

�
控
除
の
計
算
方
法

　

現
行　
「
所
得
控
除
方
式
」（
課
税
対
象
と

　
　
　
　

な
る
所
得
を
計
算
す
る
段
階
で
寄

　
　
　
　

付
金
相
当
額
を
差
し
引
き
ま
す
）

　

改
正　
「
税
額
控
除
方
式
」（
最
終
的
な
税

　
　
　
　

額
か
ら
寄
付
金
額
を
控
除
す
る
た

　
　
　
　

め
減
税
効
果
が
大
き
く
な
り
ま
す
）

広報かみふらの ２００８.６   �

平
成

年
度
か
ら
変
わ
り
ま
す

２０

�
個
人
住
民
税（
町
・
道
民
税
）

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
平
成　

年
度
住
民
税

１９

（
平
成　

年
の
所
得
で
計
算
）で
税
負
担
が
上

１８

が
っ
た
分
は
、
平
成　

年
所
得
税（
平
成　

年

１９

１９

の
所
得
で
計
算
）で
税
負
担
を
下
げ
る
調
整

が
図
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
平
成　

年
の
所
得

１９

が
大
き
く
減
っ
た
こ
と
で
所
得
税
が
か
か
ら

な
く
な
っ
た
場
合
、
所
得
税
で
の
調
整
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成　

年
度
の
住
民
税
を
税

１９

源
移
譲
前
の
水
準
ま
で
減
額
す
る
経
過
措
置

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

対
象
に
な
る
方
は
、
申
告
が
必
要
で
す
。

対
象
者　

平
成　

年
に
所
得
が
減
っ
て
所
得

１９

　

税
が
課
税
さ
れ
な
く
な
っ
た
方

　
�
出
産
や
病
気
な
ど
長
期
休
職
中
の
方

　
�
退
職
さ
れ
た
方

　
�
自
営
業
な
ど
大
幅
に
平
成　

年
の
所
得

１９

　
　

が
減
っ
た
方
な
ど

申
告
期
間

　

７
月
１
日（
火
） 
〜　

日（
木
）

３１

税源移譲後の税率で
計算し、調整控除を
差し引いた住民税額

―

税源移譲前の税率で
計算した住民税額

＝

減額となる金額

�すでに納付済の場
　合は還付します。

申
告
先　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
住
所
の

１９

　

あ
っ
た
市
町
村（
平
成　

年
度
住
民
税
課

１９

　

税
を
受
け
た
市
町
村
）

提
出
書
類　

減
額
申
告
書（
町
民
生
活
課
税

　

務
班
に
あ
り
ま
す
）

持
参
す
る
も
の　

印
鑑

計
算
方
法

国民健康保険税町・道民税納付期限

第１期６月３０日（月）

第１期７月３１日（木）

第２期第２期９月１日（月）

第３期９月３０日（火）

第４期第３期１０月３１日（金）

第５期１２月１日（月）

第６期第４期１２月２５日（木）

第７期２月２日（月）

第８期３月２日（月）

　

納
税
者
が
よ
り
納
め
や
す
く
な
る
よ
う
に

個
人
住
民
税（
町
・
道
民
税
）の
普
通
徴
収
と

国
民
健
康
保
険
税
の
納
期
回
数
を
増
や
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
で
き
ま
す
の

で
、
日
中
仕
事
が
忙
し
く
、
金
融
機
関
や
役

場
窓
口
で
納
め
ら
れ
な
い
方
は
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

平成２０年度の納付期限

税税
ＴＡＸ

納
期
回
数
が
増
え
ま
す

　

個
人
住
民
税（
町
・
道
民
税
）

　
　
　

普
通
徴
収　
 
２
回
↓
４
回

　

国
民
健
康
保
険
税 
６
回
↓
８
回

平
成　

年
度
地
方
税
制
改
正
に
伴

２０

い
、
町
税
が
変
わ
り
ま
す

　

個
人
住
民
税（
町
・
道
民
税
）

　

固
定
資
産
税

申
告
が
必
要
で
す

申
告
が
必
要
で
す

　

平
成　

年
に
所
得
が
減
っ
て
所
得
税
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
方
は

１９

　

申
告
に
よ
り
住
民
税
が
減
額
に
な
り
ま
す

申告を
お忘れな

く！



個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

（（
年
金
天
引
き

年
金
天
引
き
））が
始
ま
り

が
始
ま
り

ま
す
ま
す　
　
　
　
　
　
　
　

　
�
窓
の
改
修
工
事（
二
重
サ
ッ
シ
化
・
複

　
　

層
ガ
ラ
ス
化
な
ど
）

　
�
床
の
断
熱
改
修
工
事

　
�
天
井
の
断
熱
改
修
工
事

　
�
壁
の
断
熱
改
修
工
事

�
工
事
費
用

　
　

改
修
工
事
の
費
用
が　

万
円
以
上

３０

�
減
額
対
象
面
積

　
　
　
�
ま
で

１２０

�
減
額
の
内
容

　
　

工
事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年
度
の
家

　

屋
に
係
る
固
定
資
産
税
の
３
分
の
１
を

　

減
額

�
申
請
方
法

　
　

工
事
が
完
了
し
た
日
か
ら
３
か
月
以

　

内
に
、
建
築
士
等
の
有
資
格
者
が
発
行

　

し
た
証
明
書
等
を
添
付
し
て
町
に
申
告

　

新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
、
最
初
の
３
年
度
分
（
中
高
層
耐
火
住

宅
は
５
年
度
分
）、
税
額
か
ら
２
分
の
１
を

減
額
す
る
措
置
の
適
用
期
間
が
２
年
延
長

さ
れ
ま
す
。

�
適
用
期
限

　
　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
延
長

２２

３１

新
築
住
宅
に
対
す
る

新
築
住
宅
に
対
す
る　

減
額
措
置
の
期
間
延
長

減
額
措
置
の
期
間
延
長

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工
事

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
工
事

に
対
す
る
減
額
措
置

に
対
す
る
減
額
措
置　
　

長
期
優
良
住
宅
に

長
期
優
良
住
宅
に

対
す
る
減
額
措
置

対
す
る
減
額
措
置

�
対
象
限
度
額

　

現
行　

総
所
得
金
額
等
の　

％
２５

　

改
正　

総
所
得
金
額
等
の　

％
３０

　
　
�
地
方
公
共
団
体
以
外
の
寄
付
金
と

　
　
　

合
わ
せ
て
総
所
得
金
額
の　

％
を

３０

　
　
　

上
限
と
し
ま
す
。

�
適
用
下
限
額

　

現
行　
　

万
円

１０

　

改
正　

５
千
円

�
適
用
期
日

　
　

平
成　

年
度
個
人
住
民
税（
平
成　

年

２１

２０

　

の
所
得
に
よ
り
算
定
）か
ら
適
用

�
控
除
率
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

　

さ
い
。

�
軽
減
税
率
が
廃
止
さ
れ
ま
す

　

上
場
株
式
等
の
配
当
金
や
譲
渡
益
に
つ
い

て
、
平
成　

年　

月　

日
で
、　

％（
う
ち
個

２０

１２

３１

１０

人
住
民
税
３
％
）の
税
率
の
軽
減
措
置
が
廃

止
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
特
例
措
置
と
し
て

配
当
金
は
年
間　

万
円
以
下
、
譲
渡
益
は
年

１００

間　

万
円
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
、
軽
減
が

５００
２
年
間
適
用
さ
れ
ま
す
。

�
譲
渡
損
失
と
配
当
金
の
損
益
通
算

　

上
場
株
式
等
の
譲
渡
損
失
と
配
当
金
に
つ

い
て
、
損
益
通
算
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

�
適
用
期
日

　
　

平
成　

年
度
個
人
住
民
税（
平
成　

年

２２

２１

上
場
株
式
等
の

上
場
株
式
等
の　
　

配
当
金
・
譲
渡
損
益

配
当
金
・
譲
渡
損
益

　

新
築
住
宅
の
う
ち
、
長
期
に
わ
た
っ
て
良

好
な
状
態
で
使
用
さ
れ
る
構
造
等
を
備
え
た

長
期
優
良
住
宅
に
つ
い
て
は
、
固
定
資
産
税

�  広報かみふらの ２００８.６

問
合
せ

　

町
民
生
活
課
税
務
班　
�
�
６
９
８
９

�
特
別
徴
収
の
開
始
時
期

　
　

平
成　

年　

月
か
ら

２１

１０

�
対
象
者

　
　

個
人
住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
、老
齢

　

基
礎
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い
る　

歳
以

６５

　

上
の
方

�
対
象
と
な
ら
な
い
方

　
�
年
金
の
受
給
額
が
年
額　

万
円
未
満
の

１８

　
　

方

　
�
個
人
住
民
税
の
納
税
額
が
年
金
の
年
額

　
　

受
給
額
を
超
え
る
方

　
�
１
月
１
日
以
降
、引
き
続
き
町
内
に
住

　
　

所
を
有
し
な
い
方

 �
固
定
資
産
税

�
対
象
住
宅

　
　

平
成　

年
１
月
１
日
に
存
在
し
て
い

２０

　

る
住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）で
、平
成　
２０

　

年
４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月　

日
ま

２２

３１

　

で
の
間
に
、一
定
の
省
エ
ネ
改
修
工
事
を

　

行
っ
た
住
宅

�
要
件

　
　

次
の�
〜�
の
工
事
の
う
ち
、�
を

　

含
む
工
事
で
、
改
修
し
た
部
位
が
省
エ

　

ネ
基
準
に
新
た
に
適
合
す
る
こ
と

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

�
対
象
住
宅

　
　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で
に
新
築
さ
れ

２２

３１

　

た
長
期
優
良
住
宅

�
減
額
対
象
面
積

　
　
　
�
以
上　
�
以
下
の
住
宅
で
、　
�

５０

２８０

１２０

　

ま
で

�
減
額
の
内
容

　
　

新
築
後
５
年
分（
中
高
層
耐
火
住
宅
は

　

７
年
度
分
）の
固
定
資
産
税
額
を
２
分
の

　

１
に
減
額

�
申
請
方
法

　
　

長
期
優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
て
新
築

　

し
た
住
宅
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を

　

添
付
し
、
初
め
て
固
定
資
産
税
を
課
せ
ら

　

れ
る
年
の
１
月　

日
ま
で
に
町
に
申
告

３１

�
長
期
優
良
住
宅
の
基
準
な
ど
、
詳
し
く
は

　

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

の
所
得
に
よ
り
算
定
）か
ら
適
用

　
　

所
得
税
は
平
成　

年
分
か
ら
適
用

２１
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７５歳以上
昭和９年３月３１日以前生
まれ

４０歳～７４歳
昭和９年４月１日～　　
昭和４４年３月３１日生まれ

２０歳～３９歳
昭和４４年４月１日～　　
平成元年３月３１日生まれ

年齢
平成２１年３月
３１日現在

後期高齢者医療保険
�６５歳～７４歳までの障がい認定
　を受けた方で加入の方を含む

被用者保険
（国保以外の保険）

上富良野町
国民健康保険

被用者保険
（国保以外の保険）

上富良野町
国民健康保険

加入している
健康保険

�
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
高
脂
血
症
な
ど
で
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
方
は
、
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

６月下旬に健診の案
内と合わせて受診券
を個別送付します。

加入している健康保
険により受診券の発
行方法が異なります。
詳しくは加入してい
る健康保険にお問合
せください。

６月下旬に健診の案内と
合わせて受診券を個別送
付します。

�高血圧・糖尿病・高脂血
　症などで病院にかかって
　いる方も受診してくださ
　い。

特定健診の対象ではありませんが、
町では独自事業として実施しますの
で、健診を受けられます。
受診券はありません。

健康診査受診
券 個別に案内はし

ませんので、希
望される方は申
込みください。

６月下旬に健診
の個別案内をし
ます。事前申込
みは必要ありま
せん。

身長・体重測定、血圧
測定、尿検査（糖・潜
血・蛋白）、血液検査
（肝機能（ＡＳＴ・ＡＬ
Ｔ・ｒ－ＧＴ）、中性脂
肪、ＬＤＬコレステ
ロール、ＨＤＬコレス
テロール、空腹時血
糖、ＨｂＡ１ｃ、クレ
アチニン、ｅＧＦＲ、
尿酸、アルブミン、コ
リンエステラーゼ、ヘ
マトクリット値）

特定健診項目
　身長・体重測定、腹囲測定、血圧測定、
　尿検査（糖・蛋白）、血液検査（肝機能（ＡＳＴ・ＡＬ
　Ｔ・ｒ－ＧＴ）、中性脂肪、ＬＤＬコレステロール、Ｈ
　ＤＬコレステロール、空腹時血糖、ＨｂＡ１ｃ）

町の独自検査項目
　身長・体重測定、腹囲測定、血圧測
　定、尿検査（糖・潜血・蛋白）、血液
　検査（肝機能（ＡＳＴ・ＡＬＴ・ｒ－
　ＧＴ）、中性脂肪、ＬＤＬコレステ　
　ロール、ＨＤＬコレステロール、空
　腹時血糖、ＨｂＡ１ｃ、クレアチニ
　ン、ｅＧＦＲ、尿酸、アルブミン、　
　コリンエステラーゼ、ヘマトクリッ
　ト値）

健診内容
健診内容や受診料は
加入している健康保
険にお問合せくださ
い。

受診券に記載の健診
実施機関に予約のう
え受診してください。

�町の健診を利用する
　場合は保健福祉課健
　康推進班にお申込み
　ください。　
　�７月１７日（木）
　　　　１８日（金）
　　６：００～１１：００
　�７月１６日（水）
　　セット健診
　　６：００～９：２０

町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保ののののののののののののののののののののののののののののののののの独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独独自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項項目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目町国保の独自検査項目
　血液検査（クレアチニン、
　ｅＧＦＲ、尿酸、アルブ
　ミン、コリンエステラー
　ゼ、赤血球、血色素、ヘ
　マトクリット値）、尿検
　査（潜血）、眼底、心電図

５００円４０～６９歳　２,０００円
７０～７４歳　１,０００円１,０００円受診料

７月８日（火）
　～１３日（日）
�時間は個別案内時
　にお知らせします

７月８日（火）～１３日（日）
　６：００～１１：００
７月１４日（月）・１５日（火）
　セット健診６：００～９：２０

７月８日（火）
　～１３日（日）
６：００～１１：００

７月８日（火）
　～１３日（日）
６：００～１１：００

健診日時

保健福祉総合センター
かみん

保健福祉総合センター
かみん保健福祉総合センターかみん健診場所

�被保険者証
�受診券
�受診料
�問診票など事前送
　付の書類一式

�健康保険証
�受診券
�受診料
�問診票など事前送
　付の書類一式

�被保険者証
�受診料
�受診券・問診票など事
　前送付の書類一式

�健康保険証
�受診料
�問診票など事
　前送付の書類
　一式

�被保険者証
�受診料
�問診票など事
　前送付の書類
　一式

持参するもの

��自分の受診する健診を確認してみましょう 自分の受診する健診を確認してみましょう 問合せ　保健福祉課健康推進班
　　　　　��６９８７

特定健診の案内と合わせて、
個別案内します。

料金
�肺がん・結核胸部
　レントゲン　無料
�肺がん喀痰
　６９歳以下 １,０００円
　７０歳以上   ５００円

対象者　４０歳以上日時　　　　　
　７月８日（火）～１３日（日）
　　　１７日（木）～１８日（金）

　６：００～１１：００

肺がん検診
　胸部レントゲン・ 喀痰 

かくたん

特定健診の案内と合わせて、
個別案内します。対象者　６５歳以上結核検診

特定健康診査・特定保健指導が始まります
平成２０年度から、４０歳から７４歳の方を対象に、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）に着目し、糖尿病な
ど生活習慣病の予防を目的とした、特定健康診査（以下「特定健診」）と特定保健指導が始まります。
また、特定健診の対象者以外でも健診を受けられますので、下表で確認のうえ、ぜひ受診してください。

予約が必要
です

料金（国保対象者）
   ３０～３９歳　２,５００円
   ４０～６９歳　４,５００円
   ７０～７４歳　２,２５０円
   ７５歳以上　１,７５０円

対象者
　４０歳以上
　胃がん検診は
　３０歳以上

日時
　７月１４日（月）国保対象
　　　１５日（火）国保対象
　　　１６日（水）被用者保険
　６：００～９：２０

胃・大腸がん
セット健診�特定健診と一緒特定健診と一緒

に受けられますに受けられます



　　上富良野町国民健康保険が行う健診は上富良野町国民健康保険が行う健診は
腎臓・脳・心臓の血管を守る項目が追加されています　　腎臓・脳・心臓の血管を守る項目が追加されています
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健
診
を
受
け
た
い
の
で
す
が
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

１右
ペ
ー
ジ
の
表
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、　

歳
ま
で
の
方
は
、
病
院
で
治
療
中

７４

で
も
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
に
よ
り
異
な
り

ま
す
の
で
、
自
分
の
受
診
す
る
健
診
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
ま
で
の
住
民
健
診
は

な
く
な
っ
た
の
で
す
か
？

２は
い
、
な
く
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
肺
が

ん
・
結
核
検
診
は
そ
の
ま
ま
で
す
。

　

今
年
か
ら
、
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
ご

と
に
健
診
を
行
う
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
に
変
わ
り
ま
す
。
た
だ
し
、　

歳
以
上
の

４０

肺
が
ん
検
診
・　

歳
以
上
の
結
核
検
診（
レ

６５

ン
ト
ゲ
ン
）は
、昨
年
と
同
様
に
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

食
事
を
し
て
か
ら
受
診
し
て
も

い
い
で
す
か
？

３空
腹
で
行
う
た
め
、
朝
ご
は
ん
は
絶
対
に
食

べ
な
い
で
来
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
水
は

飲
ん
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
薬
の
服
用
は
主

治
医
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

健
診
は
午
前
中
の
み
で
、
受
付
は
６
時
か

健
診
で
は
い
つ
も
よ
り

血
圧
が
高
く
な
る
の
で
す
が
？

４普
段
の
血
圧
記
録
を
持
参
く
だ
さ
い
。

　

血
圧
は
、
そ
の
と
き
の
状
況
で
変
動
し
や

す
く
、
白
衣
を
見
る
と
高
く
な
る
方
も
い
ま

す
。
普
段
、
家
で
測
っ
て
い
る
血
圧
記
録
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

朝
の
起
床
１
時
間
以
内
と
夜
寝
る
直
前
の

１
日
２
回
、
１
か
月
く
ら
い
の
血
圧
記
録
が

あ
る
と
参
考
に
な
り
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
と
は

ど
ん
な
指
導
の
こ
と
で
す
か
？

５

��
 

お
答
え
し
ま
す ��

ｅＧＦＲの段階
腎機能正常１

腎機能の軽度低下２

腎機能の中程度低下３

腎機能の高度低下４
人工透析ライン

５ 腎不全・透析期
６６歳
１１か月

６６歳
９か月

６６歳
８か月

６６歳
７か月６４歳６２歳

慢性腎臓病は人工透析の予備軍です。
心血管疾患（脳卒中・心筋梗塞）の危険
因子！

大切なのは、慢性腎臓病の早期発見
です。早期発見のため、自分の腎臓
の能力を知りましょう。
でも、どうやって？

腎臓の能力を見る指標「ｅＧＦＲ（糸
球体ろ過量で１分間にどれくらい尿を作る仕
事ができるのかの指標）」の数値を出して
みましょう。

ｅＧＦＲ数値を出すために「クレア
チニン」の検査をします。これは、
「町国保の独自検査項目」です。

ｅＧＦＲ数値がわかると、腎臓を守
ることができます。
治療開始が遅れることで、予後を悪
化させることになります。

上富良野町国民健康保険が行う特定
健診は質が高い！
特定健診を受けましょう

�

�

�

�

�

脳卒中や心筋梗塞と並ぶ健康障害に人工透析があります。
当町の患者数は、この１０年間で２倍になり、伸び率で見ると、全国で１位と
なっています。
慢性腎臓病は、自覚症状がなく、気づかないうちに腎不全に移行しやすい病気
です。
当町の国民健康保険が行う特定健診は、腎臓の機能障害を予測し、慢性腎臓病
を早期発見できる指標ｅＧＦＲの測定を独自に行います。
�腎臓（糸球体）が全く傷んでいない場合、１００％仕事ができますが、腎機能が
　低下すると、生活に著しく影響が出ます。

数値
９０

数値
６０

数値
３０

数値
１５

６０
�

４７
� ４２

�
３２
�

２０
� １５

�
１４
�

１８
�

２０
�

２４
�

２９
�

�ＡさんのｅＧＦＲ数値の経過 治療開始

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

��
�

ら　

時
ま
で
で
す
。

１１

　

ま
た
、
土
曜
・
日
曜
も
行
い
ま
す
。

生
活
習
慣
の
改
善
を
お
手
伝
い
す
る
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
、
病
院
で
治
療
し
て
い
る
方

も
健
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
に
着
目
し
た
健
診
で
、
生
活
習
慣
病

の
予
防
が
目
的
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分
の
健

診
結
果
か
ら
、
食
事
や
運
動
な
ど
生
活
習
慣

を
見
直
す
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
し
て
、
生
活
習
慣
の
改
善
の
た
め
に
、

保
健
師
や
栄
養
士
が
お
手
伝
い
す
る
こ
と
が

特
定
保
健
指
導
で
す
。

問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
班

　
�
�
６
９
８
７
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家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族族
経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経経
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
ををををををををををををををををををををを
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進

家
族
経
営
協
定
を
推
進

農
業
委
員
会
で
は
、
家
族
経
営
協
定
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

家
族
経
営
協
定
と
は
、
家
族
み
ん
な
の
話
し
合
い
の
も
と
、

経
営
計
画
や
営
農
計
画
、
個
人
の
役
割
分
担
な
ど
の
約
束

事
を
決
め
、
魅
力
的
な
家
族
農
業
経
営
を
行
う
た
め
の
も

の
で
す
。

�
農
業
経
営
の
将
来
設
計
を
家
族
み
ん
な
で

　

考
え
る
こ
と
で
家
族
み
ん
な
が
農
業
経
営

　

に
経
営
者
の
一
人
と
し
て
参
画
で
き
ま
す
。

�
仕
事
や
家
事
な
ど
の
役
割
分
担
を
決
め
る

　

こ
と
で
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
え
る
関
係

　

を
築
き
ま
す
。

�
個
人
の
報
酬
や
休
日
を
決
め
る
こ
と
で
、

　

仕
事
に
メ
リ
ハ
リ
が
で
き
、
意
欲
と
や
り

　

が
い
を
も
っ
て
農
業
経
営
が
営
め
、
後
継

　

者
の
自
立
支
援
及
び
女
性
農
業
者
の
地
位

　

の
確
立
に
繋
が
り
ま
す
。

家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ
と

　
　
　
　

こ
ん
な
良
い
こ
と
が
！

　

意
欲
と
や
り
が
い
を
持
ち
、
魅
力
的
で
明

る
い
農
業
経
営
の
確
立
に
は
家
族
み
ん
な
の

話
し
合
い
が
大
切
で
す
。
家
族
経
営
協
定
を

活
用
し
、
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
い
を
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
！

　

今
年
の
５
月
７
日
に
家
族
経
営
協
定
を
結

ば
れ
た
、
矢
野
重
美
さ
ん
家
族（
草
分
）を
紹

介
し
ま
す
。

▼
矢
野
宗
範
さ
ん（
後
継
者
、左
）

　

平
成　

年
２
月　

日
と
４
月　

日
に
そ
れ

２０

２２

３０

ぞ
れ
農
業
委
員
会
主
催
に
よ
る
家
族
経
営
協

定
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

４
月　

日
の
第
２
回
説
明
会
に
は
北
海
道

３０

農
業
会
議
か
ら
講
師
を
招
き
、
ま
た
事
例
発

表
と
し
て
富
良
野
市
在
住
の
天
間
さ
ん
か
ら

お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
に
は

農
作
業
で
忙
し
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
２

回
の
開
催
で　

名
近
い
方
々
の
参
加
が
あ
り

６０

ま
し
た
。
今
後
も
説
明
会
な
ど
を
開
催
し
て

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

家
族
経
営
協
定
説
明
会
を
実
施

家
族
経
営
協
定
を
推
進
し
ま
す

家
族
経
営
協
定
を
結
ぶ
に
は�

家
族
経
営
協
定
を
結
ん
だ
ご
家
族
を

紹
介
し
ま
す

「
家
族
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
話
し
合

い
を
進
め
て
み
ま
し
た
。ま
だ
結
ん
だ
ば
か

り
で
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、問
題
が
あ
れ
ば
、

そ
の
都
度
話
し
合
い
、解
決
し
、よ
り
よ
い
農

業
経
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

▼
矢
野
久
恵
さ
ん（
妻
、
中
央
）

�矢野さん家族（草分）�

�協定書調印の様子�

▼
矢
野
重
美
さ
ん（
経
営
主
、右
）

え
て
い
た
の
で
、
こ
の
協
定
書
は
と
て
も
よ

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
父
任
せ
で
は
な

く
積
極
的
に
経
営
に
参
加
し
て
い
き
た
い
で

す
。
」

　

協
定
書
作
成
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
行

い
ま
す
。
作
成
に
あ
た
っ
て
は
農
業
委
員
会

が
支
援
し
ま
す
。

�
家
族
で
話
し
合
い
、
家
族
の
就
業
条
件
や

　

生
活
条
件
な
ど
の
課
題
、
経
営
上
の
改
善

　

点
を
明
ら
か
に
す
る
。

�
話
し
合
い
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
や
改

　

善
点
の
対
応
を
検
討
す
る
。

�
話
し
合
い
に
基
づ
い
て
協
定
書
を
作
成
す

　

る
。

�
協
定
締
結
後
は
、
協
定
内
容
の
実
行
状
況

　

を
点
検
し
、
改
善
・
充
実
に
努
め
る
。

　

協
定
書
は
１
枚
１
枚
が
独
自
の
内
容
と
な

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
で
決
め
た
い
約

束
事
が
違
っ
て
当
然
で
す
。
家
族
に
あ
っ
た

無
理
の
な
い
協
定
書
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　

農
業
者
、
農
業
改
良
資
金
等
な
ど
、
様
々

　

な
制
度
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
協
定
書
の
内
容
に
よ
り
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

協
定
書
の
調
印
は
、
地
区
農
業
委
員
の
立

会
の
も
と
行
い
ま
す
。

「
ま
ず
は
や
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。
こ

の
協
定
書
に
よ
り
、
い
つ
も
以
上
に
家
族
で

の
話
し
合
い
が
増
え
る
と
い
い
で
す
ね
。
」

�
家
族
経
営
協
定
を
活
用
し
た
関
連
制
度
の

　

整
備
が
進
め
ら
れ
、
農
業
者
年
金
、
認
定

「
経
営
に
参
画
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

問
合
せ

　

不
明
な
点
は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
事
務
局　
�
�
６
９
８
４



�  広報かみふらの ２００８.６

日土金木水火月

一般利用

一般利用（１０時～１０時２０分流水タイム）９時～１０時３０分

一般利用

かんたんアクア
（40分）

燃焼ウォーク
（40分）

ルンルンステップ
（40分）

○曜○筋
（30分）

はじめの一歩
（40分）１０時３０分～

一般利用１２時～１４時
スリムエクサ
（６0分）

ルンルンステップ
（40分）

スリムエクサ
（６0分）

アクアビクス
（4５分）

スリムエクサ
（６0分）１４時～

一般利用（１５時～１５時２０分流水タイム）１５時～１９時

一般利用
一般利用よくばりアクア

（６0分）
脚力のすすめ
（40分）

燃焼ウォーク
（40分）

メンズエクサ
（40分）

パワー筋トレ
（40分）１９時～

一般利用（２０時～２０時２０分流水タイム）２０時３０分まで

こんな方に向いてます教室内容教室名

・始めての方、高齢の方歩き方、姿勢、呼吸法などウォーキングの基本を身につけよう！はじめの一歩
・今ある筋肉を維持したい方脂肪燃焼には欠かせない「筋肉」を鍛えよう！○曜○筋
・楽しくウォーキングしたい方音に合わせてのウォーキング、簡単なステップでウキウキ気分に�ルンルンステップ
・アクアビクス入門編アクアビクスの基本を身につけよう！�でもしっかり動くと結構キツイかも�かんたんアクア
・引き締まった体を手に入れたい方抵抗具を利用して筋力アップを目指そう！パワー筋トレ
・脚力をつけたい方歩いて走って�陸上で大変な動きでもプールなら楽に�できることも。脚力のすすめ
・効率よく脂肪燃焼したい方あなたの体脂肪を燃やすには有酸素運動！これでマイナス？�燃焼ウォーク
・アクアビクス上級編音に合わせて体を動かす！動かす！大きく動けば今日のの主役はあなたデス�アクアビクス
・体力に自信のある方「ウォーキング」「筋トレ」「アクアビクス」全てをこの時間に！男性もぜひ！よくばりアクア
・男性のみの教室デス体を引き締めたい！自分を追い込みたい！という男性はこの教室へ！メンズエクサ
・参加者限定（数名の一般参加OK）筋トレ・水中運動を行ってダイエットをしよう�スリムエクサ

プール休止のお知らせプール休止のお知らせ

７月７日（月）～７月１０日（木）

　プール清掃や点検等のため、下記の期間は使用できま
せん。また、都合により変更する場合があります。

問合せ
保健福祉課 健康推進班

��6987

教室開催スケジュール教室開催スケジュール ７月１日～７月１日～
９    ９月月３０３０日日プールプール

かみんかみん

�各教室の受付は、教室開始１０分前から５分前まで
　プール受付で行います。
�各教室の定員は２０名です。定員を超えた場合や途
　中からの参加の場合等は、教室に参加できないこ
　とがあります。
�この教室にぜひ参加したいという方は『優先予約』
　が取れます（開催日の３日前から前日まで、予約
　定員１０名）。詳しくはプールスタッフまで！
　指導員またはプールスタッフまで直接申込みくだ
　さい。
　※ご注意～電話予約や本人以外の予約はできませ
　ん。
�「スリムエクサ」は参加者限定数１５名ですが、一
　般利用の方も数名参加できます。
　当日参加したい！という方は、教室開催前にプー
　ル受付で教室参加の手続きをお願いします。

教室についてのご注意！教室についてのご注意！
　かみんプールでは、「健康になりたい、健康を維持
したい！」という方のために、３か月週３回コース
の参加者を募集します。（絶対に週３回参加しなけれ
ばいけないということではありません。）
　これをきっかけに、プールで運動をしませんか。
日　　時　７月２日～９月２９日（計３５回）
　　　　　毎週月・水・金曜日　１４時～（６０分）
定　　員　１５名
　　　　　定員を超えた場合は抽選となります。
申  込  み　プールスタッフまたは電話で受付します。
募集期間　６月16日（月）～２３日（月）
　　　　　平日１７時３０分以降、土・日・祝日は応対
　　　　　できませんのでご了承ください。
発　　表　６月２４日（火）
　　　　　抽選の場合、抽選結果をかみん内プール
　　　　　掲示板に掲示しますので、ご覧ください。

スリムエクサ募集！スリムエクサ募集！
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上
富
良
野
演
習
場
で
は
、
昭
和　

年
開
設

３０

以
来
、
実
弾
射
撃
訓
練
等
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
７
年
度
か
ら
演
習
場

東
側
隣
地
を
継
続
的
に
保
安
用
地
と
し
て
取

得
し
て
き
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
誤
っ
て
演
習
場
内
に
立

ち
入
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
現
在
の
上
富
良

野
演
習
場
の
範
囲
等
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　�
 
保
安
用
地
を
取
得
し
て
き
た
理
由 �

　

上
富
良
野
演
習
場
は
、
実
弾
射
撃
訓
練
等

に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
６
年
度
か
ら

は
、
射
程
距
離
の
長
い
迫
撃
砲
の
実
弾
射
撃

訓
練
も
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
安
全
性
を
高

め
る
点
か
ら
、
平
成
７
年
度
以
降
保
安
用
地

を
取
得
し
て
い
ま
す
。

�
 
保
安
用
地
取
得
の
規
模 �

　

平
成
７
〜　

年
度　
　
�

１９

６２２

　

平
成　

年
度　
　
　

林
野
庁
と
検
討
中

２０

※
防
衛
省
は
、
今
後
も
林
野
庁
と
調
整
を
行

　

い
な
が
ら
、
必
要
な
用
地
を
保
安
用
地
と

　

し
て
取
得
し
て
い
く
予
定
で
す
。

�
 
現
在
の
上
富
良
野
演
習
場
の
範
囲 �

　

上
富
良
野
演
習
場
は
、
下
図
の
太
線
で
囲

ま
れ
た
範
囲
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
７
年
度
か
ら
取
得
し
て
き
た

保
安
用
地
は
、
そ
の
う
ち
の
網
掛
け
部
分
で

す
。

�
 
安
全
対
策 �

　

演
習
場
内
に
は
、
許
可
な
く
立
ち
入
る
こ

と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

�
実
弾
射
撃
訓
練
等
の
際
に
部
外
者
が
誤
っ

　

て
危
険
区
域
に
入
ら
な
い
よ
う
、
要
所
に

　

警
戒
員
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

�
演
習
場
の
保
安
用
地
に
通
じ
る
ベ
ベ
ル
イ

　

林
道
の
入
口
に
「
立
入
禁
止
」
の
看
板
を

　

設
置
し
て
い
ま
す
。

�
上
富
良
野
駐
屯
地
で
は
、
演
習
場
の
点
検

　

等
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
看
板
の
設
置

　

や
皆
さ
ん
へ
の
広
報
な
ど
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ

　

陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地

　
　
�
�
３
１
０
１

　

役
場
総
務
課
基
地
調
整
室

　
　
�
�
６
９
８
０

��　陸上自衛隊上富良野演習場位置図　��

上
富
良
野
演
習
場
の
現
状

「立入禁止」の看板
【ベベルイ林道入口に設置】
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町
水
田
農
業
推
進
協
議
会
主
催
に
よ

り
、
天
皇
に
献
上
す
る
献
穀
米
の
「 
御 お

 
田
植
祭 
」が
平
吹
俊
一
さ
ん（
西
４
線
北

た
う
え
さ
い

　

号
）所
有
の
水
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

２９
　

北
海
道
か
ら
選
ば
れ
た
の
は
２
か
所

で
、
当
町
は
開
拓
以
来
初
め
て
で
す
。

　

草
分
地
区
は
、
十
勝
岳
噴
火
の
災
害

か
ら
復
興
し
、
現
在
で
は
安
全
で
お
い

し
い
お
米
を
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
選

ば
れ
ま
し
た
。
豊
作
を
祈
り
な
が
ら
、

伝
統
の
儀
式
に
の
っ
と
り
、
６
名
の
早

乙
女
と
３
名
の
介
添
役
が
素
足
で
水
田

に
入
り
、
丁
寧
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　

秋
に
は
、
皇
居
で
行
わ
れ
る 
新
嘗 
祭

に
い
な
め

に
、
御
田
植
祭
で
植
え
た
「
な
な
つ
ぼ

し
」
の
精
米
５
合
を
献
上
し
ま
す
。

５／２４

儀
式
に
の
っ
と
り

献
穀
米
御
田
植
祭

　

上
富
良
野
町
商
工
会
が
主
催
の
地
産

地
消
駅
弁
試
食
会
が
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ

ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
関
係
者　

名
が

２０

参
加
し
、
ト
ン
ト
ロ
丼
や
と
ん
か
つ
サ

ン
ド
な
ど
４
種
類
の
駅
弁
を
吟
味
し
ま

し
た
。
駅
弁
は
、
上
富
良
野
産
の
豚
肉

や
上
富
良
野
産
米
「 
紫
苑 
」
な
ど
、
地

し
お
ん

元
の
食
材
が
盛
り
込
ま
れ
、
吟
味
し
た

結
果
、
４
種
類
と
も
販
売
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
６
月
７
日
か
ら
の
ノ

ロ
ッ
コ
号
の
運
行
に
合
わ
せ
て
、
上
富

良
野
駅
ホ
ー
ム
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
町
内
の
３
つ
の
飲
食
店
が
協

力
し
て
試
作
し
た
、
豚
の
耳
を
使
っ
た

料
理　

品
の
試
食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

１３

5／14

地
元
産
品
で
町
お
こ
し

地
産
地
消
駅
弁
試
食
会

5／16

事
故
の
無
い
町
を
願
っ
て

交
通
安
全
祈
願
会

　

上
富
良
野
町
生
活
安
全
推
進
協
議
会

が
主
催
の
交
通
安
全
祈
願
会
が
深
山
峠

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
活
安
全
推
進
協

議
会
会
員
や
住
民
会
長
、
警
察
署
長
な

ど　

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
坂
下
生
活

４３
安
全
推
進
協
議
会
会
長
か
ら
「
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
日
数
１
千　

日
を
達
成
し

３００

ま
し
た
が
、
人
身
事
故
や
負
傷
者
は
昨

年
同
時
期
よ
り
も
増
加
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
交
通
事
故
が
減
少
す

る
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
に
よ
る
「
旗
波
作
戦
」

が
実
施
さ
れ
、
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し

た
。

5／28

思
い
や
り
の
心
を

「
人
権
の
花
」贈
呈
式

　

旭
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
、

花
を
育
て
る
こ
と
で
思
い
や
り
や
命
を

大
切
に
す
る
心
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
上
川
管
内
の
約　

の
小

２０

学
校
に
花
を
贈
る
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
上
富
良
野
町
で
は
４
年
ぶ
り
に

「
人
権
の
花
」
の
贈
呈
が
、
西
小
学
校

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
三
島
人
権
擁
護
委
員
か

ら
「
思
い
や
り
や
命
を
大
切
に
す
る
心

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
や
サ
ル
ビ
ア
、

イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
の
苗　

株
、
プ
ラ
ン

１５０

タ
ー
な
ど
が
児
童
へ
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
花
植
え
は
、
後
日
児
童
た
ち
の
手

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
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「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
は

全
国
民
が
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
、
非
行
に
陥
っ

た
少
年
た
ち
の
更
生
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
、
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や
非

行
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
運
動
で
す
。

実
施
日
程　

７
月
１
日（
火
）

　
　

時　

分　

役
場
前
駐
車
場
出
発

１３

４０

　
　

時　

分　

高
田
幼
稚
園
到
着

１４

３０

※
雨
天
の
場
合
、　

時　

分
か
ら
上

１３

４０

　

富
良
野
小
学
校
体
育
館
で
「
音
楽

　

発
表
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

パ
レ
ー
ド
経
路

　

役
場
前
駐
車
場�
東
３
丁
目
通
り

　
�
大
通
り（
旧
国
道
）�
５
丁
目
通

　

り（
駅
前
通
り
）�
高
田
幼
稚
園

参
加
団
体（
予
定
）

　

上
富
良
野
小
学
校
・
上
富
良
野
西

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
強
調
月
間
で
す
。

・
富
良
野
地
区
保
護
司
会
上
富
良
野

　

支
部

・
上
富
良
野
更
生
保
護
女
性
会

第５８回
社会を明るくする運動

　

不
動
産（
土
地
・
建
物
）や
会
社
等

の
登
記
に
つ
い
て
、「
無
料
登
記
相

談
所
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。　

日
時　

６
月　

日（
水
）　

時
〜　

時

２５

１０

１６

　
　
　

（
毎
月
第
４
水
曜
日
）

場
所　

富
良
野
文
化
会
館

　
　
　

２
階
「
会
議
室
」

相
談
員

　

旭
川
司
法
書
士
会
所
属
司
法
書
士

問
合
せ　

旭
川
地
方
法
務
局

　
　
　
　
�
０
１
６
６�
２
３
１
１

ご
相
談
く
だ
さ
い

助
成
し
ま
す

　

町
で
は
、
平
成　

年
度
よ
り
有
害

１９

鳥
獣
駆
除
従
事
者
の
確
保
及
び
強
化

を
図
る
た
め
、
新
た
に
猟
銃
所
持
許

可
及
び
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
者
に

対
し
、
８
万
円
を
上
限
に
取
得
費
用

を
助
成
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ

ふ
ら
の
か
ら
５
万
円
の
助
成
が
あ
り

　

札
幌
国
税
局
で
は
、
税
務
職
員
を

募
集
し
ま
す
。
税
務
職
員
は
、
人
事

院
が
実
施
す
る
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ

種（
税
務
）試
験
の
最
終
合
格
者
の
中

か
ら
採
用
さ
れ
ま
す
。

受
験
資
格

　

昭
和　

年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年

６２

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

試
験
日
時　

９
月
７
日（
日
）　　

　

北
海
道
に
住
所
を
有
す
る　

歳
以

２０

上
の
方
。
た
だ
し
、
統
合
失
調
症

者
、
て
ん
か
ん
病
者
、
そ
う
う
つ
病

者
、
自
己
の
行
為
の
是
非
を
判
別
で

き
な
い
者
、
麻
薬
等
覚
せ
い
剤
中
毒

者
で
な
い
こ
と
。

試
験
日
時

　

第
２
回
試
験　

８
月　

日（
日
）

１０

　

第
３
回
試
験　

２
月
５
日（
木
）

試
験
場
所　

上
川
支
庁
合
同
庁
舎

受
付
期
間

　

第
２
回
試
験

　
　

７
月　

日（
木
）〜　

日（
木
）

１０

２４

　
　

（
郵
送
の
場
合
７
月　

日
必
着
）

２５

　

第
３
回
試
験

　
　

１
月
５
日（
月
）〜　

日（
月
）

１９

　
　

（
郵
送
の
場
合
１
月　

日
必
着
）

２０

問
合
せ

　

上
川
支
庁
環
境
生
活
課
自
然
環

　

境
係　
�
０
１
６
６�
５
９
２
２

　

町
で
は
、
す
べ
て
の
町
民
が
生
活

の
拠
点
で
あ
る
住
み
な
れ
た
地
域
で

安
心
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
地

域
福
祉
計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

幅
広
い
町
民
の
主
体
的
な
参
加
に
よ

る
計
画
づ
く
り
の
た
め
「
地
域
福
祉

計
画
策
定
町
民
委
員
」　

名
の
う
ち

１５

３
名
を
一
般
公
募
し
ま
す
。
申
込
者

が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

公
募
人
数　

３
名

税
務
職
員

町
民
生
活
課 
税
務
班
�
�
6
9
8
9

地
域
福
祉
計
画
策
定
町
民
委
員

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

　
　
�
�
6
9
8
7

狩
猟
免
許
取
得
費
用
助
成

産
業
振
興
課 
農
業
振
興
班

　
　
�
�
6
9
8
4

無
料
登
記
相
談

旭
川
地
方
法
務
局
総
務
課

�
０
１
６
６�
２
３
１
１

啓
発
音
楽
パ
レ
ー
ド

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

　
　
�
�
6
9
8
７

運
動
強
化
月
間

保
健
福
祉
課 
福
祉
対
策
班

　
　
�
�
6
9
8
７

募
集
し
ま
す

狩
猟
免
許
試
験

産
業
振
興
課 
農
業
振
興
班

　
　
�
�
6
9
8
4

申
込
期
間

　

６
月　

日（
火
）〜
７
月
１
日（
火
）

２４

問
合
せ

　

札
幌
国
税
局
人
事
２
課

　
�
０
１
１
‐
２
３
１
‐
５
０
１
１

任
期　

７
月
中
旬
〜
平
成　

年
３
月

２０

応
募
要
件　
　

歳
以
上
の
町
民

２０

申
込
締
切　

６
月　

日（
月
）

３０

申
込
方
法　

直
接
ま
た
は
電
話
、Ｆ

　

Ａ
Ｘ

問
合
せ
・
申
込
み

　

保
健
福
祉
課
福
祉
対
策
班

　
�
�
６
９
８
７　
�
�
５
７
８
８

　

平
成　

年
度
狩
猟
免
許
試
験
を
次

２０

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格

ま
す
。

助
成
対
象
者

　

上
富
良
野
町
に
住
所
を
有
し
、
北

海
道
猟
友
会
富
良
野
支
部
上
富
良
野

部
会
会
員
で
あ
っ
て
、
有
害
鳥
獣
駆

除
に
従
事
す
る
意
思
の
あ
る
者
。　

問
合
せ　

産
業
振
興
課
農
業
振
興
班

　
　
　
　
�
�
６
９
８
４

小
学
校
・
東
中
小
学
校
の
各
ス
ク
ー

ル
バ
ン
ド
、
上
富
良
野
中
学
校
吹
奏

楽
部
、
陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯

地
音
楽
隊
、
高
田
幼
稚
園
鼓
笛
隊
、

上
富
良
野
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
、
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
等

主
催　

上
富
良
野
町

実
施
主
体

　

富
良
野
地
区
保
護
司
会
上
富
良
野

支
部
、
上
富
良
野
更
生
保
護
女
性
会
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を
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
じ
ス
ー
パ
ー
駐
車
場

　
　

時
〜　

時

１０

１１

ス
ー
パ
ー
ダ
イ
イ
チ
駐
車
場

　
　

時　

分
〜　

時

１１

１５

１２

役
場
正
面
玄
関
前

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
「
安
全
・
安
心
ど
さ
ん
こ
運
動
」
に

つ
い
て
、
北
海
道
知
事
か
ら
道
民
の

皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
し

た
。 知

事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

献
血
車
の
来
町

保
健
福
祉
課 
健
康
推
進
班

　
　
�
�
6
9
8
7

安
全
・
安
心
ど
さ
ん
こ
運
動

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

７
月　

日（
火
）に
献
血
車
が
来
町

２２

し
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
の
ご
協
力

　

「
町
税
等
滞
納
者
に
対
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
等
に
関
す
る

公
表
し
ま
す

行
政
サ
ー
ビ
ス
制
限
措
置
等

町
民
生
活
課 
税
務
班

　
　
�
�
6
9
8
9

税
等
を
特
別
の
理
由
も
無
く
滞
納
し

た
場
合
に
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
停
止

及
び
取
り
消
し
を
す
る
制
度
で
、
平

成　

年
４
月
１
日
よ
り
施
行
し
て
い

１９
ま
す
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
町
長
の
議
会
へ

の
運
用
状
況
の
報
告
と
一
般
へ
の
公

表
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
平

成　

年
度
の
運
用
実
績
に
つ
い
て
お

１９
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
町
税
等
滞
納
者
に
対
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
制
限
措
置
等
に
関
す
る

条
例

　

当
制
度
に
基
づ
き
制
限
を
受
け
た

該
当
者
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　   ～あいさつからはじまる安全・安心～

　犯罪のない安全で安心な地域は、道民の皆さんが
自主的に行う、さまざまな社会活動に支えられてい
ます。
　安全で安心な北海道を実現するためには、皆さん
と一緒に進めている「子どもの安全を見守る運動」を
はじめ、交通安全運動や住みよいまちづくり運動な
どの活動が定着・充実し、それぞれが結びつきを強め
ることが何より大切です。
　地域における活動の輪をさらに拡げるため、いつ
でも、どこでも、だれにでも実践できる「あいさつ・
みまもり・たすけあい運動」にも取り組み、人と地域
との絆を深め、地域コミュニティの力を一層高めま
しょう。

　平成２０年５月９日
　北海道犯罪のない安全で安心な地域づくり推進会議会長

　そして、これらをつなぐ大きな取組として「安全・
安心どさんこ運動」を道民の皆さんと共に育て、「心豊
かに安全で安心して暮らすことのできる北海道」を築
きたいと思います。
　７月には北海道洞爺湖サミットが開催されます。
　安全で安心な北海道に、世界からのお客様を心から
お迎えしましょう。
　このメッセージを全道の市町村、道民の皆さんに送
ります。

北海道知事

条
例
」
は
、
町
の
提
供
す
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
方
が
、
町

　

国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
交
通
の

安
全
確
保
、
公
害
防
止
を
図
る
対
策

の
一
環
と
し
て
、「
不
正
改
造
車
を

排
除
す
る
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

特
に
６
月
は
「
不
正
改
造
車
排
除

強
化
月
間
」
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

不
正
改
造
車
に
関
し
て
情
報
、
問

合
せ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
北
海
道
運

輸
局
旭
川
運
輸
支
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

期
間　

６
月
１
日
〜　

日
３０

問
合
せ　

　

北
海
道
運
輸
局
旭
川
運
輸
支
局
整

　

備
担
当

　
�
０
１
６
６�
５
３
６
３

強
化
月
間

不
正
改
造
車
排
除
強
化
月
間

町
民
生
活
課 
生
活
環
境
班

　
　
�
�
6
9
8
5

　

町
が
保
有
す
る
情
報
は
、
い
つ
で

も
誰
で
も
公
開
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、
自
分
自
身
に
関
す

る
情
報
に
つ
い
て
は
、
開
示
の
ほ
か

訂
正
や
削
除
に
つ
い
て
も
求
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
平
成　

年
度
の
両

１９

制
度
の
利
用
実
績
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◎
個
人
情
報
保
護
制
度

　

当
制
度
に
基
づ
く
請
求
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

◎
情
報
公
開
制
度　
　

件
請
求

１０

・
住
居
表
示
台
帳

　

公
開
１
、
一
部
公
開
１
件
、
非
公

　

開
１
件（
非
公
開
情
報
と
の
区
別

　

に
時
間
を
要
す
た
め
）

・
建
築
計
画
概
要
書

　

一
部
公
開
３
件

・
建
築
基
準
法
に
基
づ
く
道
路
位
置

　

指
定
関
係
書
類

　

非
公
開
１
件（
請
求
期
間
中
に
該

　

当
が
な
い
た
め
）

・
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
開
発
行
為

　

書
類

　

非
公
開
１
件（
請
求
期
間
中
に
該

　

当
が
な
い
た
め
）

・
介
護
保
険
認
定
審
査
関
係
資
料

　

一
部
公
開
１
件

・
町
営
バ
ス
運
行
開
始
時
関
係
書
類

　

一
部
公
開
１
件

　
　

時
〜　

時　

分

１３

１４

３０

Ｊ
Ａ
ふ
ら
の
上
富
良
野
支
所
駐
車
場

　
　

時　

分
〜　

時

１４

４５

１６

個
人
情
報
保
護
・
情
報
公
開

総
務
課 
総
務
班
　
　
�
�
6
4
0
0

特
別
遺
族
給
付
金

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償

北
海
道
労
働
局 
労
災
補
償
課

�
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

　

石
綿
を
吸
い
込
ん
だ
こ
と
に
よ
り

発
症
す
る
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
は

発
症
ま
で
に
長
い
期
間
が
か
か
る
た

め
、
病
気
の
原
因
が
仕
事
に
あ
っ
た

こ
と
を
医
師
も
本
人
も
気
づ
き
に
く

く
、
こ
の
結
果
、
労
災
保
険
給
付
を

請
求
す
る
権
利
を
時
効
に
よ
り
失
っ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成　

年
３
月　

日

１３

２６

以
前
に
石
綿
に
よ
る
疾
病
を
発
症

し
、
死
亡
し
た
労
働
者
の
遺
族
で
、

労
働
保
険
法
の
遺
族
補
償
給
付
を
受

け
る
権
利
が
時
効
に
よ
り
消
滅
し
た

方
に
対
し
、
特
別
遺
族
給
付
金
が
支

給
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
別
遺
族
給
付
金
は
平
成　
２１

年
３
月　

日
が
請
求
期
限
と
な
っ
て

２７

お
り
、
そ
れ
以
降
は
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
お
心
当
た
り

の
あ
る
方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

特
別
遺
族
給
付
金
・
労
災
保
険
制
度

に
つ
い
て
の
問
合
せ

　

北
海
道
労
働
局
労
災
補
償
課

�
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
３
１
１

特
別
遺
族
給
付
金
な
ど
の
対
象
と
な

ら
な
い
方
へ
の
救
済
給
付
の
問
合
せ

　

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構

�
０
１
２
０
‐
３
８
９
‐
９
３
１



　先月号の伊藤さんからめぐって、仲島さんに
お逢いしました。
　『伊藤さんとは同級生で、高校のときは部活が
同じ陸上部でした。高校卒業後は就職しました
が、半年で辞めて就農。今は３年目です。「自分
の作ったものをいろいろな人に食べてもらいた
い！」という気持ちが強くなりました。作物に
よって作る場所を変えたり、こだわりの野菜作
りをしているので、おいしさがもっと口コミで
広がってくれればと思います。じゃが芋を買っ
てくれた大阪の人がまた注文してくれたり、嬉
しいことも多いですね。作付面積は約２５�です
が、将来はもっと大きくしていきたいです。今
は仕事のことで頭が一杯ですが、愛媛から今年
嫁いできた妻と家でのんびり過ごしたり、外食
に出かけたりするのがホッとできる時間です。』

仲 島       
なかじま

 裕 貴   さん
ひ ろ き

昭和６１年生まれ
新町４丁目
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みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななのののののののののののののののののののののみんなの
伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言言板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板板伝言板
問合せ：町民生活課まで問合せ：町民生活課まで

　上富良野町ボランティアセンターでは、町内でボラン
ティア活動をしていただける方を募集しています。
　特に、介護予防事業として行われている「お元気かい」
で、体操やレクリ
エーションのとき
の見守りなど、参
加者をサポートし
ていただける方を
募集しています。　
　あなたもボラン
ティアを始めてみ
ませんか？

ボボボボボボボボボボボボボボボボボ ラララララララララララララララララ ンンンンンンンンンンンンンンンンン テテテテテテテテテテテテテテテテテ イイイイイイイイイイイイイイイイイ アアアアアアアアアアアアアアアアア

始めてみませんか?

�「お元気かい」でのボランティア活動
　　毎週月曜日　午前９時３０分～１１時３０分
�年齢・性別は問いません
�問合せ　上富良野町ボランティアセンター
　　　　　　(事務局　上富良野町社会福祉協議会)
　　　　　　��３５０５　

募集

「お元気かい」の様子

上上富富良良野野町町
食食育育推推進進計計画画

食 育

≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪≪食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事はははははははははははははははははははははははははははははは楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽ししししししししししししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味味ししししししししししししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょうううううううううううううううううううううううううううううう≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≫≪食事は楽しく、美味しく食ベましょう≫
　これからの将来を担っていく子どもにとって、毎日の食事の意味はきわめ

て大きいものです。特に家庭での食事の時間は、家族とのコミュニケーショ

ン、食に関する正しい知識の習得、食文化の継承など豊かな食の体験作りの

場として重要なものと思われます。

　上富良野町で行った食事に関するアンケートの中で、１人で朝食を食べる

割合は、小学生全体で7.7％、中学生は29.2％、家族全員で食事を取る割合は

朝食で小学生21.0％、中学生は18.9％、夕食については家族全員で食事を取

る割合は小学生64.8％、中学生が59.5％という結果でした。

　現代の食生活で問題となっているのが、次の６つの｢こ食｣です。

　①孤食(一人で食べること)

　②個食(家族がそれぞれ自分の好きなものを食べる)

　③固食(食べるものが固定化して好きなものしか食べない)

　④小食(いつも食欲がなく食べる量も少ない)

　⑤粉食(パンや麺類の粉製品を主食として好んで食べる)

　⑥濃食(濃い味付けや余分に調味料をかけて食べる)

　以上のように｢こ食｣は栄養の偏りや不足、味覚障害など体に影

響があるほか、社会性・協調性が育たず無気力やキレやすい体質に

なるなど、子どもの｢心｣にも影響を与えると言われています。

　子どもたちの健やかな心と体の成長のために、家族そろって食

事を取ることが大切であり、家族の協力が必要とされています。
�問合せ先　中央保育所　��2074
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教育委員会へ
◎真鍋理世さん（西町３丁目）から、学校
　給食センターへコードレス電話機１セッ
　トを

ラベンダーハイツへ
◎後藤きく子さん（新町１丁目）から、父・
　七三郎さんの死去に際し、入所者用と
　して車椅子１台を

◎築舘郁夫さん（中ノ沢）から、母・ヤヱ子
　さんの死去に際し、入所者用として車
　椅子１台を

社会福祉協議会へ
◎築舘郁夫さん（中ノ沢）から、母・ヤヱ子
　さんの死去に際し、3万円を

◎細川仁一さん（東３線北２１号）から、母・
　セツコさんの死去に際し、3万円を

上川南部北消防署へ
◎細川仁一さん（東３線北２１号）から、母・
　セツコさんの死去に際し、救急資器材
　整備資金として２万円を

た
く
さ
ん
の
善
意
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

設置はお済みですか？設置はお済みですか？
「住宅用火災警報器」「住宅用火災警報器」

　平成１６年６月に消防法が改正され、住宅火災による被害を低減するた
め、すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。今
お住まいの住宅は、平成２３年５月３１日までに設置してください。

�住宅用火災警報器の設置が義務化された背景

　上川南部消防事務組合北署予防係�４５－２１１９

�住宅火災による死者数は増加中 �死者の約６割が６５歳以上の高齢者

�死亡原因の約６割が逃げ遅れ �住宅火災の死者は約９割

innffoorrmmaattiioonn 上川南部消防事務組合
北消防署��２１１９

署防消

　住宅用火災警報器の設置義務化を契機として購入を強引に勧める、高
額な値段での販売を行う等の訪問販売業者に注意してください。

　詳細についてはホームページに掲載されていますのでご覧ください。
上富良野町行政ホームページ�上川南部消防北署ＨＰ�住宅用防災警報
器

�住宅用火災警報器の種類

�悪質な訪問販売

�ホームページ

�住宅用火災警報器に関する問合せ

　煙に反応する「煙式」と熱に反応する「熱式」があります。
※居室、階段には原則的に「煙式」の火災警報器を設置して
ください。
※購入の際は「ＮＳマーク」がついているものをお勧めします。



�  広報かみふらの ２００８.６

■発行／上富良野町
■編集／町民生活課自治推進班
■印刷／�上富印刷

■ご意見・ご感想をお寄せください
　�071-0596
　北海道空知郡上富良野町
　　　　　　　　　　大町2丁目2番１１号
　�0167�6985　�0167�5362
　
http://hp.town.kamifurano.hokkaido.jp
　jichi@town.kamifurano.lg.jp

編集後記

■友達が出会って１１日目、付き合っ
て６日目で入籍。あまりに突然で驚
きました。その思いきりの良さには
感心するというか…ある意味、羨ま
しいというか…。最近「思いきって
何かをした」ということありますか?
私は、部屋の椅子を買い換えたくら
いしか思いつきません。（床鍋）
■健康のために運動をしようと考え
ています。胴囲がとても気になりま
す。これからは夏が始まり、運動し
やすい季節になっていくので、好き
なスポーツから始めていこうと思い
ます。継続的に、というのが一番難
しいですね。皆さんは継続的に行っ
ていることはありますか？（座間）

●人のうごき●
平成２０年５月３１日現在

(　)は前月比

(＋５)12,２３１人人 口
(－５)６,１９４人男
(＋１０)６,０３７人女
(±０)5,３８１世帯世 帯

５月２５日　「田んぼオーナー」による田植え

西
保
育
園

『母の日制作』

　ティッシュ箱を使い、ティッ
シュケースを作りました。パー
ツを一つ一つ作り、自分の力で
組み立てました。お母さんへ
の感謝の気持ちが沢山こもっ
ている作品です。　（伊藤先生）

 中 野    　星
な か の

    ちゃん
きらり

（平成１４年生まれ・扇町１丁目）

　トイレットペーパーの芯に
不織布を巻き、ハンガーを作り
ました。シール折り紙に描い
た模様を丁寧に切ってはり、色
鮮やかなかわいいハンガーが
できました。　　　（塩飽先生）

 神 田    健 紀
か ん だ

      くん
たけのり

（平成１４年生まれ・扇町１丁目）

『母の日制作』

　知らない人には人見知りをしてし
まいますが、アンパンマンの歌が好
きで、歌ったり踊ったりしていま
す。外で走り回ったり、水遊びも好
きです。元気に明るく育ってネ�

　おおむね２歳から就学前のお子
さんを「わが家のアイドル」コー
ナーに掲載しませんか？自薦・他
薦を問わず、募集しています。

町民生活課自治推進班��６９８５

　有紗はパパと追いかけっこ、衣咲
はトトロが大好き。テレビを観た
り、ママとかくれんぼをしたりいつ
も一緒に遊ぶ仲の良い姉妹です。こ
れからも仲良く元気に育ってネ�

秀人さん・佐知江さんの子（旭町３丁目）

智章さん・順子さんの子（錦町１丁目）

 谷   
たに

 口      遥   ちゃん

ぐ ち  はるか

（１歳１１か月）

 辻    衣 咲
つじ い

   ちゃん  ・ 
さき

 有 紗
あり
   ちゃん 

さ

 　　　（１歳6か月） ・ （3歳9か月）
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上富良野町図書館

ふふれれんんどど通通信信
開館　9時30分～18時（月曜日・祝日は休館）　問合せ　��3158

7月1日～8月31日7月1日～8月31日

読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー読書カレンダー

臨時休館（蔵書点検） 7/1～4

映画会　10：30土5

図書館巡回読み聞かせ会（4施設）8～23

巡回移動図書（6施設）9～31

ダナ先生のおはなしＡ☆Ｂ☆Ｃ☆金18

ブックスタート水23

図書館読み聞かせ会土26

図書館巡回読み聞かせ会（4施設） 8/5～27

巡回移動図書（6施設）6～28

ブックスタート水27

図書館読み聞かせ会土30

～図書館新刊書案内～

図書館読み聞かせ会開催！
　図書館「ふれんど」では月１回、旭川大
学の学生ボランティアや町内の読み聞か
せボランティアによる、読み聞かせ会を開
催しています。
　読み聞かせ会の企画や運営は、すべてボ
ランティアの皆さんが行っています。
　子どもたちに喜んでもらえるよう、季節
感に合った内容の絵本や工作、手遊びなどを選び、子どもが絵本に興
味を持てるよう意識して行っています。開催日については、広報誌や
防災無線による行政だよりでお知らせしますので、ぜひ親子で参加し
てください。

家
庭
教
育
シ
リ
ー
ズ
『　

号
』　

２５５

『
桜
   

・
梅

さ
く
ら

   

・
桃

う
め

   

・
李

も
も

   

の
人
生
劇
場
』

す
も
も

　
　
　

西
小
学
校
長　

村
田　

俊
昭

　

先
日
あ
る
雑
誌
で
「
桜
   

・
梅

さ
く
ら   

・
桃

う
め

   

・
も
も

李
   

の
人
生
劇
場
」
と
い
う
言
葉
を
知

す
も
もり

ま
し
た
。
桜
   

、
梅

さ
く
ら   

、
桃

う
め

   

、
李

も
も

   

、
と

す
も
も

そ
れ
ぞ
れ
ま
っ
た
く
異
な
る
木
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
は
そ
の
木
特
有
の

よ
さ
が
あ
り
ま
す
。
満
開
の
桜
   

が
い

さ
く
ら

か
に
美
し
く
て
も
、
梅
   

の
香
り
や
桃

う
め

   
も
も

の
甘
さ
を
ま
ね
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

人
も
ま
た
同
様
で
、
人
そ
れ
ぞ
れ

特
有
の
だ
れ
に
も
ま
ね
を
す
る
こ
と

の
で
き
な
い
「
よ
さ
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
「
よ
さ
」
を
最
大
限

に
発
揮
し
た
と
こ
ろ
に
、
そ
の
人
の

幸
福
が
あ
る
と
い
う
意
味
の
言
葉
だ

そ
う
で
す
。
自
分
で
自
分
は
だ
め
な

人
間
だ
と
簡
単
に
あ
き
ら
め
て
し

ま
っ
て
は
、
自
分
自
身
の
よ
さ
や
こ

れ
か
ら
の
可
能
性
を
発
見
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
に
挑
戦
し
た
り
、
体
験
し
た
り
す

る
中
で
自
分
自
身
を
見
つ
め
、「
桜
   

・
さ
く
ら

梅
   

・
桃

う
め

   

・
李

も
も

   

の
人
生
劇
場
」
が
く
り

す
も
も

広
げ
ら
れ
る
よ
う
見
守
り
、
励
ま
し
、

応
援
し
て
い
く
こ
と
が
学
校
や
大
人

の
努
め
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

５
年
生
の
国
語
「
下
」
の
教
科
書

の
最
後
に
「
み
す
ゞ
さ
が
し
の
旅
」

と
い
う
学
習
が
登
場
し
ま
す
。
大
正

か
ら
昭
和
初
め
の
詩
人
、
金
子
み

す
ゞ
さ
ん
の
生
き
方
や
そ
の
詩
を
考

え
る
学
習
で
す
。
金
子
み
す
ゞ
さ
ん

に
つ
い
て
は
、
数
年
前
に
テ
レ
ビ
ド

ラ
マ
化
さ
れ
た
り
、
各
地
で
「
金
子
み

す
ゞ
展
」
が
開
催
さ
れ
た
り
し
て
い

ま
し
た
の
で
、
ご
存
知
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
代
表
作
の
一

つ
で
あ
る
「
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず

と
」
で
は
、
こ
の
世
に
存
在
す
る
す
べ

て
の
も
の
が
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う
こ
と

か
ら
こ
そ
素
晴
ら
し
く
、
一
人
ひ
と

り
が
違
う
か
ら
こ
そ
大
切
で
、
素
敵

だ
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ど

の
作
品
か
ら
も
、
す
べ
て
の
も
の
に

対
し
て
深
く
優
し
い
ま
な
ざ
し
が
感

じ
取
れ
ま
す
。

　

も
し
、
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

５
年
生
の
国
語
の
教
科
書
を
な
が
め

て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
一
つ
一
つ
の

作
品
か
ら
も
「
桜
   

・
梅

さ
く
ら

   

・
桃

う
め

   

・
李

も
も

   

の

す
も
も

人
生
劇
場
」
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

児 童 書児　童　書一 般 書一　般　書
・新・学校の怪談２・３
・こぐまくんこぐまくんなにみているの？
・マックス・レミースーパースパイMission1～3
・真夜中の学校レストラン
・まじょ子といちごの王子さま
・わたしのすきなおとうさん
・ボクをすてないで
・３年２組は牛を飼います
・みんなのヒーロー！アンパンマン
・オオカミグーのはずかしいひみつ

講談社
偕成社
童心社
童心社
ポプラ社
文研出版
パート出版
文研出版
フレーベル社
童心社

・びわ湖環状線に死す
・鎖された海峡
・ブルーベリー
・白桐ノ夢（居眠り磐音25）
・恋する力
・その時までサヨナラ
・別冊図書館戦争１
・サウスポイント
・棟居刑事の使命の条件
・誓い

西村  京太郎
逢坂　剛
重松　清
佐伯　泰英
藤本　ひとみ
山田　悠介
有川　浩
よしもと　ばなな
森村　誠一
Saori



生涯学習情報

問 合 せ ・ 申 込 み
社会教育総合センター

��5511

7月1日～8月31日7月1日～8月31日参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加レレレレレレレレレレレレレレレレレレレレレンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダダーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー参加レンダー
�社  … 社会教育総合センター　　
�ゲ  … 上富良野町ゲートボール場
�海  … Ｂ＆Ｇ海洋センター
�西  … 西小学校チャレンジ天文台

郷土館スタンプラリー8/ 9 土
世代間交流ゲートボール大会　�ゲ 1100 日日

道民カレッジ連携講座　�社 
7/11金 

天体観測会　　　　　　�西 

水中ゲーム大会　　　　�海 2200 日日
子ども会行灯行列2277 日日

�　まなびの輪 ２００8．６

道民カレッジ連携講座 ＜生涯学習活動の場として＞
　　 ～いしずえ大学公開講演会～  年６回開催します!

　道内のいろいろな場所で開催して
いる「道民カレッジ連携講座」とし
て、いしずえ大学の講演会を一般公
開していますので、道民カレッジに
登録して受講してください。
　５月２３日（金）には、社会教育総合
センターで、上川支庁地区交通安全
推進員の松尾雅夫 講師を招き「高齢
者の交通事故を防ぐために」と題し
講演会が開催されました。

　今回の講座には、いしずえ大学の学生１２０名（うち道民カレッジ受講生６４名）
と一般受講生４名が出席し、高齢者だからこそ知っておきたい交通ルール、北
海道における交通事故の現状、自転車の正しい乗り方など、高齢者の交通安全
意識の向上を図りました。また、上富良野町生活安全推進協議会の坂下会長
から『上富良野町の交通死亡事故ゼロの状況』についての話がありました。
　道民カレッジ連携講座は、道内各地での学習、講座の受講ができ、町内のい
しずえ大学で開催する講演会も連携講座として年６回受講できます。生涯学
習の場として、主体的な学習活動にご利用ください。
※道民カレッジに申込みをすると「カレッジ手帳」が交付されます。詳しくは、
　社会教育総合センター��５５１１まで、お問合せください。

    　開拓記念館オープン!

　５月１７日（土）から開拓記念館が
オープンしました。
　開館日及び開館時間は、下記の
とおりですので、皆さんのご来場
をお待ちしています。
　

開館時間　午前９時から午後４時まで
開  館  日   ５月１７日（土）～１０月３１日（金）
　

※５・６・９・１０月　土・日のみ開館
※７月５日（土）～８月１７日（日）は
　月曜日のみ休館です。
☆ただし、休館日の場合でも事前
にご連絡いただければ、臨時開館
しますので、お問合せください。

����������������

����������������

��天天体体観観測測会会ののおお知知ららせせ��
　季節の惑星や星座を一緒にご覧
になりませんか？日程については
下記のとおりです。

※悪天候の場合は、天体映像鑑賞
となりますので、ご了承ください。

観測内容会場日時
上弦の月
土星、火星
夏の大三角

西小学
校チャ
レンジ
天文台

７月１１日(金）
２０時～２１時

中秋の名月
木星

９月１４日(日）
２０時～２１時

上弦の月
木星、天王星
海王星

１０月７日(火）
１９時～２０時
１１月7日(金）
１８時～１９時

上弦の月
金星、天王星

１2月５日(金）
18時～19時

 BBBBBBBBBBBBBBBB&&&&&&&&&&&&&&&&GGGGGGGGGGGGGGGG海海海海海海海海海海海海海海海海洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋洋セセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルオオオオオオオオオオオオオオオオーーーーーーーーーーーーーーーーププププププププププププププププB&G海洋センタープールオープンンンンンンンンンンンンンンンン！！！！！！！！！！！！！！！！ン！
　５月26日（月）、Ｂ＆Ｇ海洋センター
プールがオープンしました。
　初日は天候が悪く気温が低かったため
利用者は少なかったですが、学校の授業や
水泳スポーツ少年団等の活動の場として
利用されています。例年は、夏休みになる
と子どもたちでいっぱいになりプールの
中は、大変なにぎわいになります。
　今年度も、幼児と親を対象とした「親子
水泳教室」、小学1年生を対象とした「こど
も水泳教室」が６月から開催され、7月20
日に「Ｂ＆Ｇ水中ゲーム大会」、9月27日に
は「生徒・児童水泳記録会」を開催します。

昨年の親子水泳教室での様子

　また、6月から9月までの間毎月１回程度、小学生を対象とした「Ｂ＆Ｇ水
泳技能検定」を行いますので、ぜひ参加してみてください。

第２弾『道民カレッジ連携講座』
　

　いしずえ大学の講座も一般公開
し、道民カレッジとして年６回開
催しています。
　道民カレッジの登録は、無料で
すので、ぜひ受講ください。
　

日時　7月11日（金）１０時３０分～
会場　社会教育総合センター
講師　健康運動指導士  三浦恵理  氏
内容　「高齢者の健康づくり」の
　　　講話や運動実技をします。
備考　運動靴・タオルなどを持参
　　　してください。
　

※詳しくは社会教育総合センタ－
　まで、お問合せください。
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かみふらの生涯学習だより

　ダナ・ビゲロウさん（英語指導助手）が講師となり気軽に英語に触れ合う機会として、２月から毎週月曜日に中級
英会話教室、毎週水曜日に初級英会話教室を社会教育総合センターで開催してきました。
　５月１９日（月）の最終学習日には、保健福祉総合センター調理室で料理をしながらの学習会を実施。英会話教室の
参加者１９名により、Spinach salad、BBQ chicken、Rice、Chocolate chip banana breadのメニューをレシピを
見ながら料理しました。料理のレシピも英会話教室なので、すべて英語です。
　前回の学習日にレシピを教材にして勉強をしていてもやっぱり分からない部分が多く…。料理の分量や手順な
どの質問も英語でなく、日本語ばかりになってしまい、いつも笑顔で優しく日本語も交えて答えていた講師のダ
ナ・ビゲロウさんも時々困惑する場面も。
　あるテーブルはスムーズに？あるテーブルはドタバタと？でも楽しく、とても美味しくそれぞれの料理ができ上
がりました。みんなで作った料理で、ダナ・ビゲロウさんと楽しく会話をしながら食事をし、初級と中級英会話教
室それぞれの全日程を終了しました。
　最近は、日常生活でも英語に触れ合う機会が増えていますので、英会話教室で学習した英語が、生活の中で活用
できると嬉しいですネ。

英英会会話話教教室室でで料料理理学学習習
CCooookkiinngg ccllaassss !!!! VVeerryy GGooooddななおお味味 !!

～講師のダナ・ビゲロウさんからのメッセージです～
　英会話教室はとても素晴らしかったです。受講生はとても友
好的でみんなやる気がありました。
　学校での児童生徒と違って、一般町民が対象なので、どんな勉
強をしたらよいか、はじめはドキドキしました。まずは、英語を
聞いてもらう事からはじめて、食べ物、政治、外国などいろんな
テーマで学習をしました。
　私も英会話教室で多くの町民の方と知り合いになり、会話や料
理をして、とても楽しかったです。
　皆さん、ありがとうございました。

※ダナ・ビゲロウさんは、英語指導助手の任期が７月
　で満了（２年間）し、カナダに帰国します。
※英語のメッセージはＨＰに掲載しています。




